
 

          

 

8 月 30 日（日）の町総合防災訓練に昨年に引き続き、中学生も 

参加しました。防災訓練では、初期消火訓練や煙体験訓練、簡易 

搬送訓練、仮設トイレ体験、試飲体験訓練など、様々な取り組みを 

地域の方々と一緒に体験することを通して、中学生が地域の中でで 

きることを学ぶとともに、地域の一員であることも確認していまし 

た。                             （） 

 

 

 7 月 24 日（金）に映画「めぐみー引き裂かれた家族の 30 年」の上映会が行われ、北朝鮮によって「拉致」

された「めぐみさん」や「めぐみさんの家族」の人権について参加者全員で考えました。さらに、今年の人

権講演会では、同じく北朝鮮での生活を余儀なくされた蓮池 薫さんをお招きします。お話をうかがう中で、

さらに「人権の大切さ」を考えていきましょう。多くの皆様のご来場をお待ちしております。 

  ◎日 時  平成 27 年 12 月 6 日（日）午後 1 時 30 分～3 時 30 分（生涯学習センター） 

 

 

                     10 月 16 日（金）に山北町立幼稚園（３園）の幼稚園児が集 

                    まり、運動能力測定等を行いました。これは、昨年度から幼稚

園３園で東海大学知念准教授のご指導のもと、いろいろな動き

を身につけ、運動することの楽しさを味わうことをねらいとし

た「運動遊び」に関する研究に取り組んでいることの一環です。     

当日は、25ｍ走やテニスボール投げ、立ち幅跳び等を行い、

園児たちは楽しく体を動かしていました。 

  

 

 平成 27 年度全国学力・学習状況調査が、平成 27 年 4 月 21 日に全国の小学校 6 年生及び中学校 3 年生の

全児童・生徒を対象に実施されました。山北町では、三保小学校 6 学年児童がいないため、川村小学校と山

北中学校が調査対象でした。 

この調査は、児童・生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育指導の充実や学習状況の改善等に役立て

ることを目的にしています。そこでは、「教科に関する調査」と生活の諸側面や学習意欲・学習方法・学習

環境等に関する「質問紙調査」の 2 種類が行われました。 

その結果が、教育委員会及び学校に 8 月末に文部科学省から送られました。学校は、教科ごとに児童・生

徒一人ひとりに個人票を返すとともに、全体の結果を分析したうえで指導と改善に努めています。 

【教科に関する調査】 

これまでの国語、算数・数学と新たに加わった理科の 3 教科で実施されました。教科による内容項目での

県公立学校と比較して顕著に良好な点及び課題点は次のとおりでした。平均正答率では、小学生及び中学生

とも全体的にやや低い状況がみられました。 

≪小学生≫ ○国語   良好な点：漢字を正しく読む。 

課題点  ：文章と図やグラフなどとを関連づけて自分の考えを書く。 
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「人権の大切さ」を考えましょう！ 

幼稚園児の運動能力測定をしました！ 

（岸連合自治会防災訓練：川村小学校） 



○算数   良好な点：繰り上がりのある 2 位数の加法を計算する。 

課題点  ：図形の性質を基に事柄が成り立つことを説明する。 

       ○理科   良好な点：顕微鏡の適切な操作方法について理解する。 

課題点  ：科学的な言葉や概念を理解する。 

≪中学生≫ ○国語   良好な点：話すことや伝えたい事柄が明確になるように文章の構成を考える。 

課題点  ：根拠を明確にして自分の考えを書く。 

○数学   良好な点：投影図から空間図形を読み取る。 

課題点  ：図形の性質を用いて数学的に説明する。 

○理科   良好な点：化学変化についてグラフを分析して解釈する。 

課題点  ：観察実験の結果に基づいて自他の考えを検討して説明する。 

【児童・生徒質問紙調査】 

小・中学校ともに、生活の諸側面や学習への意欲・方法・環境等に関する質問が 87 項目で行われました。

各項目において県公立学校と比較して顕著に良好な点及び課題点は次のとおりです。 

≪小学生≫  良好な点：学校生活では、難しいことでも失敗を恐れずに挑戦しようとする気持ちや「自

己肯定感」を持って生活している。 

多くの児童が家の人と学校の出来事について話をしている。 

課題点  ：平日に 2 時間以上テレビゲームをする児童が多い。 

≪中学生≫  良好な点：学校生活について家の人と話している。 

将来の夢や目標を持って生活をしている。 

住んでいる地域の行事への参加が多い。 

課題点 ：平日に 2 時間以上テレビゲームをする生徒が多い。 

全体として小・中学生ともに、前向きに生活をしている様子が見られるのに対して、家庭での学習の時間

が尐ない傾向にあるようです。自分の考えを他の人に説明したり、文章に書いたりすることを難しいと感じ

ている児童・生徒が多くみられ、自分自身の考えを表現していく力をつけていくことが課題です。 

【今後の取り組み】 

この結果から、次のようなことに重点を置いて指導をしていきます。 

 １．基礎・基本をしっかりと身に付けること 

 ２．他の人の考えと交流し、自分の考えを深め、表現すること 

３．家庭と連携し、自ら進んで学習をする習慣を確立すること 

そして、すべての教育活動を通じて、児童・生徒一人ひとりが生き生きと学習や他の活動に取り組めるよ 

うに努めていきます。また、確かな学力の向上を図るために先生方の授業力を高める取り組みを充実させて

いきます 

              平成 27 年（第 9 回～第 10 回・協議会） 

 

 

 

 

 

 

  ○第 9 回（9 月 24 日）  

・山北町教育委員会委員の選任について 

・山北町教育委員会委員長並びに同職務代理の選出

について 

☆教育委員長に小林亘さん、委員長職務代理者に岡

部達也さんが再任されました。 

○協議会（9 月 24 日）  

・山北町幼保連携型認定こども園開設推進会議の進

捗状況について 

・学校訪問について 

 

・全国学力・学習状況調査について 

・第 13 回やまきた健康スポーツ大会について 

・平成 27 年度山北町民文化祭について 

○第 10 回（10 月 21 日） 

・教育長報告 

○協議会（10 月 21 日） 

・教育委員会だよりについて 

・平成 27 年度市町村教育委員研究協議会について 

・第 37 回丹沢湖ハーフマラソン大会参加状況について 

 

 

 

 

教育委員会の審議事項 


